
第13回 健康および安全の実施体制　①職員間の連携と組織的取り組み、母子保健対策と保育

第14回 健康および安全の実施体制　②家庭・専門機関・地域との連携、地域における保健活動と児童虐待防止

第15回 （現在までの学習内容のポイント、試験対策）まとめ

第10回 子どもの精神保健　②子どもの心の健康とその課題

第11回 環境および衛生管理ならびに安全管理　①保育環境整備と保健、衛生管理

第12回 環境および衛生管理ならびに安全管理　　②保育現場における事故防止および安全対策、危機管理

第7回 子どもの疾患と保育　②保育の現場でよくある疾患Ⅰ

第8回 子どもの疾患と保育　③保育の現場でよくある疾患Ⅱ

第9回 子どもの精神保健　①子どもの生活環境と精神保健

第4回 子どもの発育・発達と保健　③運動機能の発達と保健

第5回 子どもの発育・発達と保健　④精神機能の発達と保健

第6回 子どもの疾患と保育　①子どもの健康状態の把握と主な疾病の特徴

第1回 生命の保持と情緒の安定に係る保健活動に意義と目的、健康の概念と健康指標

第2回 子どもの発育・発達と保健　①生物としてのヒトの成り立ち、身体の発育と保健

第3回 子どもの発育・発達と保健　②生理機能の発達と保健

教科書・参考書 受講生へのメッセージ

子どもの保健Ⅰ　佐藤益子編　　ななみ書房

子どもと関わる保育士にとって、小児の発育・発達、病気に関しての専門的知識が必
要です
また、保育の現状や課題を知り、衛生管理や安全管理がどのように実施されているの
か学んでいきましょう
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準備学修 課題等への対応

シラバスを参照して、テキストを読み込み、事前・事後学習を週1時間程度行う。（年
間：25時間程度）

提出物は、全て添削して追加修正を行い、個
人に返却する

授業計画

５．
保育における環境及び衛生管理並びに安全管理について、具体的に述べることがで
きる

成績評価の方法と割合

授業方法

基本は、パワーポイントや資料を使用して講義形式で行う
場合によっては、グループワークや個人作業を行う事もある

受講態度（15％）
提出物（15％）
定期試験（70％）

◎ ◎ ○ ○ ◎

３． 子どもの疾病とその予防法を理解して、適切な対応について説明できる

４． 子どもの精神保健に関心を示し、心の問題とその課題について述べることができる ○

科目の到達目標

１． 子どもの心身の健康増進を図る保健活動の意義を説明できる

２．
子どもの身体・生理・運動・精神機能の発達と保育について理解し、説明すること
ができる

免許・資格
要件

保育士必修

科目の主題 学修成果との関連（大◎、中〇、小△）

子どもの心身の発育・発達、健康を増進させるための環境について理解するとともに、疾
病と予防法および適切な対応、安全管理について学ぶ

１．「尽心」
誠実な人柄と

人間力

２．「創造」
高度な知性と

創造力

３．「実践」
明確な意思と

実践力
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